
はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペー
スの関係で適切であるか

6 0

・児童発達支援事業所の設備及び運
営の基準より余裕を持って設置されて
いる。
・利用児童の特性に配慮し、活動内容
を工夫しながら、スペースを有効活用
している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

2 職員の配置数は適切であるか 6 0

・人員の配置について最低基準よりゆと
りを持って配置されている。また、非常
勤の職員を配置することにより、利用児
を預かる時間は職員が多くなっており、
手厚いケアを行う事ができている。
・利用時の人数に対して非常勤の職員
の数を前もって調整している。

・職員配置と担当業務内容、時間の
使い方等について、さらに工夫・改善
していく。

3

生活空間は、本人にわかりやすく
構造化された環境になっている
か。また、障がいの特性に応じ、事
業所の設備等は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になさ
れているか

6 0

・スロープの設置や手すり、吊り下げ戸
を使用していることにより、段差などの
ない安全な空間が提供されている。
・可視化し、分かりやすくしてある。
・教具や療育器具の準備、片付けを
徹底し、常に十分な活動スペースを確
保している。

・施設内での児童の動きや活動の様
子を注視しながら、さらに工夫・改善し
ていく。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ご
せる環境になっているか。また、子
ども達の活動に合わせた空間と
なっているか

6 0

・開所前、食前、食後、退所後等、生
活の中で細かく消毒や掃除がなされ
ている。
・窓の開閉による換気を徹底してい
る。また、各部屋に空気清浄機も設置
している。

・施設内での児童の動きや活動の様
子を注視しながら、さらに工夫・改善し
ていく。
・感染予防対策等、今後も安心・安全
で、心地よく過ごせるように環境つくり
を目指し、さらに工夫・改善していく。

5
業務改善を進めるためのPDCAサ
イクル（目標設定と振り返り）に、広
く職員が参画しているか

6 0
・児童発達支援の職員間での報告、
連絡、相談は密に行い、業務遂行と
改善を行っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

チェック項目

環
境
・
体
制
整
備

集計

工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）
公表：　令和5年３月20日　　　　　　　　　　事業所名：　キッズウェイブ

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標



6

保護者向け評価表により、保護者
等に対して事業所の評価を実施す
るとともに、保護者等の意向等を把
握し、業務改善につなげているか

6 0
・毎年2月に保護者等による、事業所
評価を実施し、業務改善に反映して
いる。

・保護者との情報交換、情報共有の手
立てを工夫・改善し、連携を密にとっ
ていく。

7

事業所向け自己評価表及び保護
者向け評価表の結果を踏まえ、事
業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評
価及び改善の内容を、事業所の会
報やホームページ等で公開してい
るか

6 0

・毎年年度末に事業所として自己評
価を行い、結果及び改善内容をホー
ムページで公開し、施設内にも掲示し
ている。

・評価結果（成果と課題）の確認と改
善策の検討を全職員で進め、今後の
実践に活かしていく。
・左記の実践を継続、充実させてい
く。

8
第三者による外部評価を行い、評
価結果を業務改善につなげている
か

5 1
・第三者機関として公の評価結果は公開
していない。

・新型コロナウィルス感染症の流行状
況を注視し、安全に配慮しながら、外
部評価の場を計画・設定していく。

9
職員の資質の向上を行うために、
研修の機会を確保しているか

6 0

・職員対象の外部研修またはｗｅｂ上
での研修に参加できるように調整して
いる。
・研修の情報を回覧で見られるように
している。
・テーマを決めて、月に一度施設内で
研修を行っている。

・利用児童のもつ課題やニーズに応じ
た研修を計画・実施し、日々の実践に
活かしていく。

10

アセスメントを適切に行い、子ども
と保護者のニーズや課題を客観的
に分析した上で、児童発達支援計
画を作成しているか

6 0

・保護者の方との対話の機会を適時
設け、その都度利用されるお子様の
課題などを聞きながら個別支援計画
を作成している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

11
子どもの適応行動の状況を測るた
めに、標準化されたアセスメント
ツールを使用しているか

6 0

・初めて利用される時のフェイスシート
や適切なタイミングで行われる発達検
査等、共通したアセスメントツールを
用いている。

・左記の実践を継続し、結果の活用を
充実させていく。

12

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「発達支援（本人支
援及び移行支援）」、「家族支援」、「地
域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

6 0
・児童の療育に携わる職員が適時話
し合い、その利用児の姿にあった支援
が選択されている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

業
務
改
善



13
児童発達支援計画に沿った支援
が行われているか

6 0

・児童ひとり一人に合った個別支援計
画に合わせ、支援が行われている。
・個別支援計画がすぐに読めるように
なっている為、必要な時に確認し、計
画に沿った支援を行っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

14
活動プログラムの立案をチームで
行っているか

6 0
・療育プログラムは、事前に必ず職員
間で検討、改善し、活動のねらいと内
容を共有している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

15
活動プログラムが固定化しないよう
工夫しているか

6 0

・利用の児童に合わせ、プログラムを
変えて行っている。また固定しないよう
に活動を振り返り、工夫していける時
間を持っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて児
童発達支援計画を作成しているか

6 0
・児童の特性に合わせ、個別と集団を
織り交ぜながら、工夫して作成をして
いる。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

17

支援開始前には職員間で必ず打
合せをし、その日行われる支援の
内容や役割分担について確認して
いるか

6 0
・プログラム開始時に、職員間で内
容、ねらい、流れなどを周知し役割分
担の確認をしている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

18

支援終了後には、職員間で必ず打
合せをし、その日行われた支援の
振り返りを行い､気付いた点等を共
有しているか

6 0

・支援終了後には必ず職員間で意見
交換を行い、活動についての成果と
課題などを記入し、全員がその文書
（日案）を共有している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

19
日々の支援に関して記録をとるこ
とを徹底し、支援の検証・改善につ
なげているか

6 0
・活動の記録を毎回とり、支援に関す
る検証、改善へと繋げている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

適
切
な
支
援
の
提
供



20
定期的にモニタリングを行い、児
童発達支援計画の見直しの必要
性を判断しているか

6 0
・保護者の方からの要望があった時、
または定期的にモニタリングを行い、
計画の見直し立案を行っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

21

障がい児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議に、その子どもの
状況に精通した最もふさわしい者
が参画しているか

6 0 ・参画している。
・左記の実践を継続、充実させてい
く。

22
母子保健や子ども・子育て支援等
の関係者や関係機関と連携した支
援を行っているか

6 0 ・各機関と連携しながら支援している。
・左記の実践を継続、充実させてい
く。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重
症心身障がいのある子ども等を支
援している場合） 地域の保健、医
療、障がい福祉、保育、教育等の
関係機関と連携した支援を行って
いるか

1 5
・現在、医療的ケアが必要な児童の
利用はない。

・連携の内容や手立てについて検討
していく。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重
症心身障がいのある子ども等を支
援している場合） 子どもの主治医
や協力医療機関等と連絡体制を
整えているか

1 5
・現在、医療的ケアが必要な児童の
利用はない。

・連携の内容や手立てについて検討
していく。

25

移行支援として、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、特別支援学校（幼
稚部）等との間で、支援内容等の
情報共有と相互理解を図っている
か

6 0
・幼稚園や子ども園、保育園との双方
の訪問を通して、情報共有や相互理
解を深め療育にいかしている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

26

移行支援として、小学校や特別支
援学校（小学部）との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っ
ているか

6 0
・必要に応じて、随時連絡を取り合
い、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連



27

他の児童発達支援センターや児童
発達支援事業所、発達障がい者
支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けているか

6 0
・他の福祉施設や専門機関と連携し
助言や研修を受けている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等
との交流や、 障がいのない子ども
と活動する機会がある

5 1

・多くの児童が幼稚園や保育園に通っ
ており、障がいのない子どもと活動す
る機会がある。
・コロナ禍であり、積極的に外部との
繋がりを作っていない。

・連携の内容や手立てについて検討
していく。

29
（自立支援）協議会子ども部会や
地域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか

6 0 ・担当者が参加している。

・担当の職員が継続参加していく。
・会議内容について、職員会や回覧な
どで、他の職員ヘの周知を徹底してい
く。

30

日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い、子どもの発達の状況や
課題について共通理解をもってい
るか

6 0
・サービス提供記録や児童の送迎時
の会話を通して、情報共有・共通理解
を図っている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

31

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対して家族支援
プログラム（ペアレント･ト レーニン
グ等）の支援を行っているか

6 0
・施設の療育専門員による、発達検
査、子育て相談の中で、子ども支援の
仕方について提示している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

32
運営規程、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか

6 0 ・契約時に個別に、説明している。
・左記の実践を継続、充実させてい
く。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」のね
らい及び支援内容と、これに基づ
き作成された「児童発達支援計
画」を示しながら支援内容の説明
を行い、保護者から児童発達支援
計画の同意を得ているか

6 0
・保護者の方に評価、支援計画への
説明を行っている。また、その時に同
意を得ている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

連
携



34

定期的に、保護者からの子育ての
悩み等に対する相談に適切に応
じ、必要な助言と支援を行っている
か

6 0
・保護者の方の悩み等は、随時相談
に応じており、その都度適切な支援を
提供している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

35
父母の会の活動を支援したり、保
護者会等を開催する等により、保
護者同士の連携を支援しているか

0 6
・コロナ禍であり、現在は保護者会等
の開催はできていない。

・新型コロナウィルス感染症の流行状
況を注視しながら、計画、実施予定。

36

子どもや保護者からの相談や申入
れについて、対応の体制を整備す
るとともに、子どもや保護者に周知
し、相談や申入れがあった場合に
迅速かつ適切に対応しているか

6 0
・子育て相談は随時受付、療育担当
者が迅速に対応している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

37

定期的に会報等を発行し、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情
報を子どもや保護者に対して発信
しているか

5 1

・ホームページやインスタグラム、
フェースブック上で活動の様子を公
開、紙ベースで行事予定を伝え、ＬＩＮ
Ｅや電話などをつかって、適時連絡を
双方から発信する体制を整えている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

38
個人情報の取扱いに十分注意して
いるか

6 0
・個人情報の持ち出しは禁止。
・個人情報管理についてもルールを決
め徹底している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

39
障がいのある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか

6 0
・ベビーサインやボディーランゲージ、
または筆談などを行い、情報伝達への
配慮をしている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

40
事業所の行事に地域住民を招待
する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか

4 2
・コロナ禍であるため、積極的な外部
との繋がりは持っていない。

・新型コロナウィルス感染症の流行状
況を注視しながら、計画、実施してい
く。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
問
う



41

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染 症対応マニュアル
等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練
を実施しているか

6 0
・各マニュアルは作成されており、職
員へ周知されている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

42
非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出その他必要な訓練を
行っているか

6 0
・定期的に「いのちを守る訓練」を行っ
ている。（年3回）

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

43
事前に、服薬や予防接種、てんか
ん発作等のこどもの状況を確認し
ているか

6 0

・契約時に個別に確認している。
・児童の受け入れ時や保護者の方に
提出していただく「毎日体調チェック
シート」でも確認している。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

44
食物アレルギーのある子どもにつ
いて、医師の指示書に基づく対応
がされているか

6 0

・契約時に食物アレルギー調査票を
提出いただき確認・把握している。
・アレルギーの情報は職員間で周知さ
れている。

・左記の実践を継続、充実させてい
く。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業
所内で共有しているか

6 0
・ヒヤリハットの事例は職員会や回覧に
より、全職員で共有されている。

・大きな事故につながらないように、細
かく記録をつけ改善していく。

46
虐待を防止するため、職員の研修
機会を確保する等、適切な対応を
しているか

6 0
・職員会議等で虐待について考える
機会を設け適切な対応をしている。

・職員全員が常に意識し、療育に当
たっていく。

47

どのような場合にやむを得ず身体
拘束を行うかについて、組織的に
決定し、子どもや保護者に事前に
十分に説明し了解を得た上で、児
童発達支援計画に記載しているか

6 0
・今現在、身体拘束を行うべき利用児
はいない。

・今後もし身体拘束を行わなければな
らない時には、組織として決定し、本
人や保護者の方の了承を得たうえで
計画へ記載していく。

非
常
時
等
対
応



はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等ス
ペースの関係で適切であるか

3 0

・スペースは広いため、人数に合
わせてパーテーションをしてい
る。
・広さがあるので活動内容によっ
て部屋を変えて行うが十分なス
ペースを確保している。

2 職員の配置数は適切であるか 1 2

・職員人数が少ない際は、部屋
を１つずつにするなど目が行き
届くようにしている。
・子供の人数に対して職員の人
数は適切である。

・安全確保のため放デイに人が欲し
い。

3
事業所の設置等について、バ
リアフリー化の配慮が適切にな
されているか

3 0

・車いす用スロープや扉のレー
ルがない。
・施設内バリアフリーになってお
り、妨げになるような物の設置は
せず、配慮している。

4

業務改善を進めるための
PDCAサイクル（目標設定と振
り返り）に、広く職員が参画して
いるか

2 1

・１日の目標を決め行っている。
・保護者とのモニタリングを基に
職員間で話し合いを頻繁にし、
目標(スモールステップ)の設定
を行っている。

・目標を全体共有すべき。

5

保護者向け評価表を活用する
等によりアンケート調査を実施
して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげている
か

3 0

・意見を受け止め、改善に繋げ
ている。
・年度末のアンケートを元に翌
年の運営・実施に改善を取り組
んでいる。

6
この自己評価表の結果を、事
業所の会報やホームページ等
で公開しているか

3 0
・毎年度末に自己評価を行い、
ホームページで公開している。
・集計をして公開している。

7

第三者による外部評価を行
い、評価結果を業務改善につ
なげているか

0 2

・これから外部評価など行う様にして
いきたい。
・評価をされているという実感がしな
い為分からない。

公表：　令和5年3月20日　　　　　　　　　　事業所名：　キッズウェイブ

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善

チェック項目
課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

工夫している点

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

集計



8
職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保してい
るか

2 1
・web等の研修に個人で参加し
ている。

・個人で参加した研修の全体共有が
出来るとよい。

9

アセスメントを適切に行い、子
どもと保護者のニーズや課題
を客観的に分析した上で、放
課後等デイサービス計画を作
成しているか

3 0
・保護者と話し、願いや思いを聞
き、ニーズに応えられるような支
援計画の作成が出来ている。

・継続していく。

10
子どもの適応行動の状況を測
るために、標準化されたアセス
メントツールを使用しているか

3 0
・発達検査を希望者に実施し、
結果を基に支援計画を作成して
いる。

・継続し、結果を用いて一人一人に合
う支援を行っていく。

11
活動プログラムの立案をチー
ムで行っているか

3 0
・事前に必ず職員間でねらいや
内容・進め方等話し合い、より良
いものになるよう検討している。

12
活動プログラムが固定化しな
いよう工夫しているか

3 0
・市販の教材やテキストなどを参
考にし、子どもに合った活動内
容を話し合い、行っている。

13
平日、休日、長期休暇に応じ
て、課題をきめ細やかに設定
して支援しているか

3 0

・長期休暇や土曜日等１日活動
の時にしか出来ない野外活動や
クッキングなど計画・実施してい
る。

14

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わ
せて放課後等デイサービス計
画を作成しているか

3 0 ・作成している。 ・継続していく。

15

支援開始前には職員間で必ず
打合せをし、その日行われる
支援の内容や役割分担につい
て確認しているか

3 0

・支援内容や動きの説明等、確
認し合いスムーズに支援が行え
るようにしている。
・マンツーマン指導が必要な児
童がいる日には職員の動きの確
認を行い、安全に支援・活動が
行えるようにしている。

・継続していく。

適
切
な
支
援
の
提
供



16

支援終了後には、職員間で必
ず打合せをし、その日行われ
た支援の振り返りを行い、気づ
いた点等を共有しているか

3 0

・その日のリーダーが日案に反
省・課題を記入し、全職員が閲
覧できるようにしている。
・支援方法や支援への気付きを
その都度全員で共有している。

・継続していく。

17
日々の支援に関して正しく記
録をとることを徹底し、支援の
検証・改善につなげているか

3 0

・毎回必ず記録・保管をし、支援
の評価・改善や職員間で話し合
い支援方法等を考えたり、情報
共有をしている。

・継続していく。

18

定期的にモニタリングを行い、
放課後等デイサービス計画の
見直しの必要性を判断してい
るか

3 0

・半年に１回、モニタリングを行
い、見直しを行っている。
・帰りの送迎時に保護者様と話
をし、希望があった場合、支援
方法や目標設定の見直しを検
討・実行している。

・継続していく。

19
ガイドラインの総則の基本活動
を複数組み合わせて支援を
行っているか

3 0

・支援目標を状況に合わせて工
夫し、実践している。
・毎日の活動内容が被らないよ
うに計画・実施している。

・継続していく。

20

障がい児相談支援事業所の
サービス担当者会議に、その
子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画しているか

1 1
・コロナの為、多数集まる事はな
いが、電話や個別に会議を行っ
ている。

・分からない。
・共有していく。

21

学校との情報共有（年間計画・
行事予定等の交換、子どもの
下校時刻の確認等）、連絡調
整（送迎時の対応、トラブル発
生時の連絡）を適切に行って
いるか

3 0

・必要に応じて学校と情報共有
をしている。
・送迎時には学校の先生にお子
さんの学校での様子を聞き、連
携を取っている。

・送迎時刻など、急な変更がある為、
随時対応していく。

22

医療的ケアが必要な子どもを
受け入れる場合は、子どもの
主治医等と連絡体制を整えて
いるか

1 2
・医療ケアが必要な子は受け入れて
い。

23

就学前に利用していた保育所
や幼稚園、認定子ども園、児
童発達支援事業所等との間で
情報共有と相互理解に努めて
いるか

3 0
・必要に応じて連絡を取り合い
連携を図っていく。

・継続していく。



24

学校を卒業し、放課後等デイ
サービス事業所から障がい福
祉サービス事業所等へ移行す
る場合、それまでの支援内容
等の情報を提供する等してい
るか

0 3 ・該当児童はいない。 ・必要に応じて対応していく。

25

児童発達支援センターや発達
障がい者支援センター等の専
門機関と連携し、助言や研修
を受けているか

1 2
・必要に応じて助言をいただい
ている。

・継続していく。

26
放課後児童クラブや児童館と
の交流や、障がいのない子ども
と活動する機会があるか

1 2 ・コロナの為、行えていない。
・コロナが収まったら交流が出来るよう
検討していく。

27
（地域自立支援）協議会等へ
積極的に参加しているか

1 2 ・統括主任が参加している。 ・全体共有が出来るとよい。

28

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、子どもの発達の
状況や課題について共通理解
をもっているか

3 0
・サービス提供記録や送迎時に
伝えている。
・電話相談を行っている。

・継続していく。

29

保護者の対応力の向上を図る
観点から、保護者に対してペ
アレント･トレーニング等の支援
を行っているか

3 0
・発達検査等で保護者支援を
行っている。

・継続していく。

30
運営規程、支援の内容、利用
者負担等について丁寧な説明
を行っているか

3 0 ・契約時に説明している。 ・継続していく。

31

保護者からの子育ての悩み等
に対する相談に適切に応じ、
必要な助言と支援を行ってい
るか

3 0
・常時受け付けている。
・電話相談を行っている。

・継続していく。

32

父母の会の活動を支援した
り、保護者会等を開催する等
により、保護者同士の連携を
支援しているか

1 2 ・コロナの為行えていない。
・コロナが収まったら計画していきた
い。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



33

子どもや保護者からの苦情に
ついて、対応の体制を整備す
るとともに、子どもや保護者に
周知し、苦情があった場合に
迅速かつ適切に対応している
か

3 0
・苦情について真摯に受け止め
対応し、その後の改善策や対応
方法などを伝えている。

・継続していく。

34

定期的に会報等を発行し、活
動概要や行事予定、連絡体制
等の情報を子どもや保護者に
対して発信しているか

3 0
・ホームページで活動の様子を
公開している。

・インスタグラムをもう少し活用し、活
動の写真や動画を公開していく。

35
個人情報に十分注意している
か

3 0
・施錠をし管理・保管をしてい
る。

・継続していく。

36
障がいのある子どもや保護者
との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮をしているか

3 0 ・配慮している。 ・継続していく。

37
事業所の行事に地域住民を招
待する等、地域に開かれた事
業運営を図っているか

1 1
・コロナの為交流する機会は少
ないが、野外活動で地域を知る
ための活動を行っている。

・コロナの為、行っていないが計画を
していきたい。

38

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定し、職員や保
護者に周知しているか

3 0
・感染症対応・防犯マニュアル
が施設内に掲示されており、職
員への周知はされている。

・保護者に周知されているかは分から
ない。

39
非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出、その他必要
な訓練を行っているか

3 0 ・定期的に行っている。
・訓練を実施しているが慣れるのでは
なく、毎回訓練に対する心構えをして
いきたい。

40
虐待を防止するため、職員の
研修機会を確保する等、適切
な対応をしているか

3 0
・毎月職員会議で啓発を行うと
ともに、研修に参加している。

・継続していく。

非
常

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
問
う



41

どのような場合にやむを得ず
身体拘束を行うかについて、
組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了
解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載している
か

2 0 ・対象児はいない。
・必要に応じ適切に判断・対応してい
く。また、職員間で共有する。

42
食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づ
く対応がされているか

3 0 ・対象児はいない。
・契約時にアレルギー調査を行い、確
認・把握をしている。

43
ヒヤリハット事例集を作成し
て、事業所内で共有している
か

3 0

・作成し、全体共有が出来てい
る。
・ヒヤリハットが起きないように常
に気を付けている。

・継続していく。

常
時
等
対
応


	2022_child_jiko
	2022_day_jiko



